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研究成果の概要（和文）：本研究は、ジャック・デリダやジャン=リュック・ナンシーらの大陸の思想を援用し、コン
ラッドの後期作品において時折出現する「奇妙な友愛」が従来の共同体を超えた新たな共同体の在り方を暗示している
と論じることによって、苦悩する個人の心理を描く作家としての従来のコンラッドのイメージを幾分か掘り崩すことが
できた。この共同体を超えた共同体の特異性を、ポーランド＝リトアニア共和国である「ルブリン連合」とも結び付け
て考察する予定であったが、十分深く掘り下げることができなかった。しかし、「ルブリン連合」については、今後も
継続して調査し、コンラッドの過小評価された作品の考察に活かしていく予定である。

研究成果の概要（英文）：Arguing against the long established image of Conrad as the subjective moral 
impressionist, this project demonstrated that ‘strange fraternity’ beyond the classic idea of community 
sometimes takes place in Conrad’s texts. In order to make this argument, it read Conrad along with 
Continental thinkers such as Jacques Derrida, Jean Luc-Nancy and Hannah Arendt, whose remoteness from the 
Anglo-American literary criticism, from Conrad criticism in particular, makes this project distinctive, 
in its offering of a new, interdisciplinary reading especially of Conrad’s neglected, later works. Some 
of my plans to think Conrad's unique notion of community in terms of 'Union of Lublin', or the 
Polish-Lithuanian Commonwealth, remain untouched, but they will be left for my future research.

研究分野：英文学

キーワード： ジョウゼフ・コンラッド　後期小説　歴史小説　大陸の思想　ジャック・デリダ　ハンナ・アーレント
　ジャン＝リュック・ナンシー　共同体

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

 

これまでコンラッドの作品の新たな側面を

開拓してきたジェンダー研究やポストコロ

ニアル研究は、コンラッド作品における「女

性登場人物」やコンラッドの人生において重

要な意味を持った「女性」という新しい観点

から分析するにしても、コンラッドの前・中

期作品を取り上げることが多く、国内・国外

ともに現在主流である歴史主義的・文化論ア

プローチが対象とするのもまた、『闇の奥』

や『ロード・ジム』といったコンラッド前・

中期の傑作を中心とするいわゆる正典と呼

ばれる作品群である。何をもってコンラッド

の代表作とするかというコンラッドのいわ

ゆる正典編成は大きく変わらない現状にお

いて、後期作品自体がそもそも論じられる機

会が極端に少なく、再評価はまだまだ進んで

いない。そして、このような現状の支配的な

価値観を形成しているのは、英米批評のリア

リズム中心の価値観であることから、本研

究ではそれに対してヨーロッパ大陸の哲学

を参照することによって、英米的批評にみ

られない視点から後期作品の再評価を目指

した。 

 

２．研究の目的 

本研究は、ジョウゼフ・コンラッドの後期

作品における「共同体」の特異性を、コン

ラッドの祖国ポーランドとリトアニアから

なる 16世紀の「ルブリン連合」のコスモポ

リタン的民主主義との比較によって明らか

にし、それをコンラッドの東欧性という伝

記的事実ではなく、ヨーロッパ大陸の現代

哲学が西欧的個人主体批判の文脈で論じる

「共同性なき共同体」と結びつけて考察し

ようとした。このことによって、本研究は、

従来保守的かつ反民主的とみなされてきた

コンラッドの後期作品を、民主主義の来た

るべき姿を模索するものとして再評価する

ことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

本研究は、現代のヨーロッパ大陸の哲学と

ポーランド・リトアニアからなる「ルブリ

ン連合」の共同体概念を参照しながら、コ

ンラッドの後期・晩年の作品に見られる「友

愛」の概念とその表象の特徴を解明し、著

書としてまとめることを目的とする。方法

としては、コンラッドのテクスト及び、ヨ

ーロッパ大陸思想の原典の精読をもとに、

作品の舞台となったヨーロッパ、主にイギ

リス・フランスにおいて、フランス革命か

らナポレオン時代、ポーランド・リトアニ

アからなる「ルブリン連合」の共同体概念

に関する資料閲覧・収集を行う。「個人主体」

を基盤として展開されてきた西欧の哲学思

想から抜け落ちていた「共同体」に着目す

る現代のヨーロッパ大陸思想から得た「共

同体」に関する知見と、「ルブリン連合」の

共同体概念を照らし合わせてコンラッドの

「友愛」概念を考察し、まとめたものをポ

ーランド、グダンスク大学における国際学

会で発表する。 

 

４．研究成果 

 

１） 本研究の主な成果 

コンラッドの中期の傑作を判断する際の

基準である個人の心理がいかに複雑に深

く描かれているかという点では、従来後

期作品は前期作品よりは見劣りがするも

のと考えられてきたが、そのような従来

の基準に依拠せずに、デリダやナンシー

といったヨーロッパ大陸の現代思想とコ

ンラッドの後期作品を読み合わせること

によって、これまでただ曖昧でぼんやり

とした印象与えないと考えられてきた後

期作品で描かれる人間関係及び共同体が

コンラッドの生きた時代をはるかに先取



りし、現代の混沌とした時代における共

同での人間のあり方とも通じる要素があ

ることがわかった。 

 

２） 本研究の位置づけ 

① 国内での位置づけ 

国内のフランス文学では本研究のよ

うに思想と文学を融合する研究はめ

ずらしくはないが、英文学の分野で

はまだまだ少数派といわねばならな

い。その意味で、本研究は希少であ

る。また、そもそも、コンラッド研

究では後期の作品が議論されること

はほとんどなく、研究者の間でもそ

う多く読まれているとは言えない点

からも、本研究の着眼は非常に独創

的で、結果として、現代思想に依拠

してコンラッドの後期作品は前期作

品より劣るどころか、英語よりはフ

ランス語話者でより大陸的気質を持

ち合わせているコンラッドのコンラ

ッドらしさに迫る稀有の研究である

と言える。 

② 海外での位置づけ 

上記のような本研究の独創性は、海

外では早くから認められていた。

2010 年に初めてスウェーデンのデ

リダ学会で発表した時に、本研究の

主題と方法論を評価してくれたサセ

ックス大学のニコラス・ロイルから

本研究をまとめて英国で出版するよ

う促され、英国 Bloomsbury 社より

2016年に出版する運びとなった。 
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